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が抗体生産を増強させることを見出し さらに グルタミン グルコースの 2 基質濃度を一定とする
流加培養法を確立することによって グルタミンの影響を定量的に検討し抗体生産に最適なグルタ
ミン濃度が存在することを見出しているO
(3) 成長因子である，インシュリン，トランスフェリン BSAの細胞増殖抗体生産に及ぼす影響に
ついて検討し，インシュリン トランスフェリンは細胞増殖に必須であるが抗体生産には影響を及
ぼさないこと， B SAが抗体生産に対して増強効果を示し特に濯流培養において著しい効果を及ぼ
すことを見出しているO
(4) 種々の培養条件により連続培養実験を行い グルコース律速の連続状態においてグルコース重量あ
たりの細胞収率が上昇することを見出しているO また，細胞周期分布と抗体生産の関係について検討
し， Go+G! 期の割合を増加させると抗体生産速度が上昇することを示しているO
(5) ホロファイバー培養システムによるハイブリドーマ培養の結果，グルコース比消費，乳酸比生産速
度は回分培養に比較して低下すること， BSAの連続添加によって抗体生産が増強されることを明ら
かにしているO また，これまでの知見に基づいてホロファイパー培養システムにおいて，抗体生産に
最適な基質濃度，供給流量を推定しているO
以上の様に，本論文は，動物細胞培養による効率的な物質生産方法について培養工学的観点から詳細
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に検討し実験および理論的な解析によって多くの知見を得るとともに今後の細胞培養の進歩に有用な
基礎的資料を与えており，その成果は，培養工学，応用生物工学の発展に寄与するところが大きい。よっ
て本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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